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資料１ 



    専門的な話を、 
聞いている人にわかりやすく 

2 



 専門的な課題を、聞いてる人に分かりやすく 
  ＜愛知県の長良川河口堰開門調査パンフの例＞ 
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どうしても専門的になる話は、グループを分けて説明 
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第2回市場問題PTの 
  検討課題 
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豊洲市場の建物の構造安全性の課題 

 ＜論点＞ 

 ① 防水押えコンクリート※の厚み 

  150mm（図面）⇒10mm（構造計算書） 

  ※水産仲卸売場棟の4階荷捌きスペース 

 ② 床用積載荷重※ 700㎏/㎡の妥当性 
    ※水産仲卸売場 

 ③ 基礎（地下）ピット部の耐震設計上の評価について 

 ④ その他 

 

※テーマ名称「建物の構造計算」を上記に変更した理由 

・構造計算は構造設計業務の一部であり、構造計算＝構造設計ではないから。 

・構造設計とは？ 
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➀防水押さえコンクリート厚さ（10㎜・150㎜） 
 防水押さえコンクリート：防水層を保護するために床のコンクリート 
              の上から増し打ちするコンクリート 

〇豊洲市場６街区の建物は、 

 ※平成２４年１０月２２日に市場から建築指導課に計画通知申請 

 ※構造計算書は公益財団法人東京防災・建築まちづくりセンター 

  が審査し、平成２５年１１月６日に判定結果を通知 

 ※平成２５年１１月２０日に確認済証を交付  

〇計画通知申請の書類のうち、６街区の建物４階の一部の押さえコ 

 ンクリートの厚さは、構造計算書では１０㎜、 

 設計図では１５０㎜、実際の工事も１５０㎜となっている。 

 ※平成28年に判明。 

＜検討課題①＞ 

防水押さえコンクリートの厚さが１０㎜ではなく１５０㎜となることで重 

量が３００㎏/㎡増加する。再計算しなければならないが、そうすると、 

支えている床の構造安全性・建物の耐震安全性に、どう影響するか？ 
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<構造計算書> 

材厚１５０と記載す
べきところ１０と記載 

↓ 

材厚１０で構造計算
がなされた 
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設計図 
【矩形図（水産仲卸売場４階）】 

押さえコンクリートの材厚１５０㎜
（＝１７５㎜－断熱材２５㎜） 
 

荷捌きスペース 

▽４ＦＬ 
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断熱・防水区分図（水産仲卸売場４階） 

断熱材の材厚25㎜ 



②床用積載荷重（700kg／㎡の妥当性） 

〇６街区１階水産仲卸売り場（約13,000㎡）部分の積載荷重は、 

 荷重一覧表で 

 6900 N/㎡＝703.6068 kg/㎡と記載 

       ※1N/㎡（SI単位）＝0.101972kg/㎡（工学単位） 

○水産仲卸売り場に乗せられる重さは、計算上、床面積×７０３㎏ 

〇築地市場で荷物を運ぶために使用しているターレの自重900kg 

 で1０００㎏近い荷物を積んで走行。また、仲卸売り場では、水 

 槽や冷蔵庫も設置しており、一個あたりの重量は700kg超となる。 

 

＜検討課題②＞ 

１）仲卸業者から、「床用積載荷重」として７００㎏/㎡は仲卸売 

  場として不十分ではないか、という疑問が寄せられているが、 

  床の強度は大丈夫か？ 

２）地震力算出用積載荷重としては、どうか。 
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積載荷重には、 

 ➀床設計用⇒床重量を支える床・小梁を設計する 

 ②架構設計用⇒大梁・柱・基礎を設計する 

 ③地震力算出用⇒設計用地震力を算出する 
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「構造設計指針」 
   東京都財務局 
    平成28年4月 

 



③地下ピット（基礎ピット）部の耐震設計上の評価 
            ※ピット（pit）: 穴、くぼみ、空間 

〇いわゆる「地下ピット」は、 

 ・建物基礎内部の空間⇒「基礎ピット」 

 ・床下配管を維持管理するための空間⇒「配管ピット」 

 ・豊洲市場の地下ピット⇒重機の搬入口が設置されていることから、 

  土壌汚染対策用「工事用ピット」にも利用されると考えられる。 

  ⇒４．５ｍの高さ 

 

＜検討課題③＞ 

〇耐震設計上、「基礎ピット」をどう評価するか。 

 Ａ 日建設計：地上に接しているレベルから計算する。  

 Ｂ 高野一樹氏：ピットの下の砕石層（６街区・７街区では薄いコン 

         クリート（捨てコン）がある）から計算する。  
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〇基礎ピット 
 ・設計用地震力の評価について 
 ・ピット空間の構造設計について 
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フーチング（footing）とは、 
 建物の基礎にかかる荷重を分散するための、地中梁の下に横に広がった部分 
 



 構造設計とは 
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建築設計を行う専門家 

■意匠設計者→デザイン・空間の設計、プロジェクトマネジメント 

■構造設計者→構造計画、耐震設計、経済性を考慮した骨組の設計 

■設備設計者→快適な居住性・環境配慮、電気・空調・給排水・通信    

意匠設計者 構造設計者 設備設計者 
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構造設計者の仕事 

・建築物の屋台骨を担う 

 →構造計画、詳細設計、構造計算、構造設計図書 

・構造計画とは？ 

 →様々な条件を考慮して最適な骨組を設計する基本方針 

 →建築主の要望（予算、工期）、用途、デザイン、地盤、気候、材料、耐震性、耐
火性、居住性、環境等 

・構造計算とは？ 

 →構造計画で考えた骨組の強度・安全性を確認 

・構造設計図書の作成 

・確認申請・審査 

・工事監理 

 →構造設計者が監理に関わることが重要 
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構造計算による安全性の確認 
・構造計算とは 
 →構造計画（架構システム：基礎構造・骨組形式）の立案 

 →計画案の妥当性・安全性の確認 

 →構造計算※により安全性を検証（コンピューター利用） 

   ※複雑な建築骨組を単純な線材にモデル化 

・構造計算の種類 
 1 許容応力度等計算（保有水平耐力計算） 

 2 時刻歴応答解析（60m超建物、免・制震建物） 

 3 その他 

・耐震設計の考え方 
 →中地震（震度5弱） 

   建物の損傷が生じない 

 →大地震（震度6強） 

   建物が大破・崩壊しない 

   ※一部損壊は止むを得ない 

 →保有水平耐力（耐震強度） 

  大地震（震度6強）に対して 

  大破・崩壊の可否を判定 
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耐震安全性のグレードの例 

耐震安全性能メニュー（ＪＳＣＡ） 

 

一般建物 

 

人命保護 

中破～大破 

中～大規模修復 

機能維持 

軽微 

修復不要 

基準級
（基準法
と同等） 

不特定多数が利用
する施設、病院、コ
ンピュータセンター、
本社機構 

指定機能確保 

小破 

小規模修復 

機能維持 

軽微 

修復不要 

上級 

 

防災拠点 

拠点病院 

主要機能確保 

軽微な被害 

軽微な修復 

機能維持 

無被害 

修復不要 

特級 

適用される 

建物例 

極稀な地震 

(震度6強) 

稀な地震 

（震度5弱） 

荷重 

ｸﾞﾚｰﾄﾞ 
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耐震安全性の目標水準 

「構造設計指針・同解説」（平成28年、東京都財務局）より抜粋 21 


